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論文内容の要旨 
【背景】 
乳がんは分子生物学的に異なる性質を有する複数のサブタイプに分類され、それらの特徴に
基づいた治療戦略が取られており、さらに新しい分子標的の探索や治療法の開発が進められ
ている。Tripartite motif (TRIM)ファミリータンパク質にはユビキチンリガーゼとして働くメン
バーが多く含まれており、がんの発症や進展のプロセスに関わることが知られている。
Tripartite motif containing 22 (TRIM22)タンパク質は細胞質に局在し、インターフェロンにより
誘導されるが、その生物学的機能や腫瘍組織における役割はまだ明らかにされていない。本
研究は乳がんにおけるTRIM22タンパク質の臨床的意義を明らかにする目的で、その免疫染色
性と予後との関連性について検討した。 
【方法】 
TRIM22タンパク質の免疫染色性は、2007年4月から2009年12月までに当科で治療を行った浸
潤性乳管がん患者252例を対象に、ホルマリン固定パラフィン包埋標本を用いた免疫組織化学
法を行い、腫瘍細胞全体に占めるTRIM22タンパク質陽性細胞の割合と染色強度により判定し
た。TRIM22タンパク質の免疫染色性と臨床病理学的因子との相関性、予後との関係を検討し
た。無再発生存率、全生存率はKaplan-Meier法を、多変量解析はCox比例ハザードモデルを用
いた。 
【結果】 
TRIM22タンパク質の免疫染色性は、乳がん細胞の細胞質に認められ、54.0%の陽性率であっ
た。TRIM22タンパク質陽性群は陰性群に比べ有意に無再発生存期間が短かった(P = 0.012)。 
しかしながら、無再発生存期間に関する多変量解析において統計学的な有意性を確認できな
かった(P = 0.058, ハザード比2.701, 95%信頼区間0.967-7.546)。エストロゲン受容体陽性症例
における多変量解析では、TRIM22タンパク質は無再発生存期間に関する独立した有意な予後
因子であり、ハザード比は高値であった(P = 0.022, ハザード比4.804, 95%信頼区間
1.250-18.459)。乳がん術後内分泌療法施行患者における早期再発率はアロマターゼ阻害薬投与
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例よりタモキシフェン投与例で高率であったが統計学的有意差はなかった。 
【結論】 
乳がんにおける TRIM22 タンパク質の免疫染色性は、エストロゲン受容体陽性患者における
独立した有意な予後因子であることが示された。 
 
